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アダプト・プログラムに助成します
～市民と行政の協働によるまち美化活動を応援します～

　このたび、食環協ではアダプト・プログラム活動団体の活動推進、拡大を支援するため、「アダプト・
プログラム助成制度」を開始することとしました。アダプト活動の輪が一層広がり、地域の美化、環境
美化につながることを期待しています。
　アダプト・プログラムに新たに参加しようとする団体、アダプト活動をさらに充実、拡大させようと
する団体の皆様のご応募をお待ちしております。

１．制度名　アダプト・プログラム助成制度

２．助成対象団体
① あらたに地域のアダプト・プログラムに参加しようとする団体
② アダプト活動をさらに充実、ステップアップしようとするアダプト・プログラム活動団体

３．助成内容
①助成総額：3 0 0 万円（予定）
②１団体に対する助成上限額：1 0 万円
③助成申請の対象となる費用
　・ アダプト・プログラム活動を行うための諸費用とします。（下記例をご参照ください）
　・ 平成 2 5 年３月までに支出される経費を対象とします。

　（例）
　ⅰ　清掃用具購入費
　　　 ほうき、ちりとり、ゴミ回収袋、軍手、トング（火ばさみ）、草刈り鎌など
　ⅱ　団体の統一感を表すための品目購入費
　　　 腕章、ワッペン、帽子、ユニフォーム、ジャンパー、のぼりなど
　ⅲ　勉強会・交流会等の会場費、講師料など

４．選考
申請書をもとに当協会関係者などで構成される「アダプト・プログラム助成審査委員会」にて選考、決定します。
選考結果は、2 0 1 2（平成 2 4）年 1 0 月下旬に全応募団体へ文書で通知します。

「アダプト・プログラム助成制度について」

食品容器環境美化協会（略称　食環協）は、1 9 7 3（昭和 4 8）年に飲料メーカーの団体（現在 6団体）が集まっ
て設立され、以来約 4 0 年にわたって環境美化のための多様な啓発・支援活動を展開しています。
飲料自販機などでおなじみの「のんだあとはリサイクル」という緑のマークは、「統一美化マーク」といい

食環協のシンボルマークです。
事業の一環として 1 9 9 8（平成 1 0）年から、市民と行政の協働によるまち美化活動である「アダプト・プ

ログラム」の普及推進を行っています。アダプト・プログラムは、現在では全都道府県の各地で導入され、
多くのアダプト団体が様々な活動を実施されています。

公益社団法人食品容器環境美化協会について

美しい環境を明日へ

公益社団法人
食品容器環境美化協会

食環協ニュース 1 2 0 号をお届けします。
本文で紹介したアダプト・プログラム助成制度を実施いたします。アダプト・プログラムに
新たに参加しようとする団体、アダプト活動をさらに充実、拡大させようとする団体の皆様
で、助成制度に申し込みをされる場合は、参加している、あるいは参加しようとするアダプ
ト・プログラム導入自治体の窓口部署で受け取るか、当協会ホームページからダウンロード、
または食環協へご連絡ください。
本ニュースは、当協会の新たな取組みや環境美化教育優良校等表彰など主要な事業を実施し
た際に発行し、皆様にお知らせしております。
また、アダプト・プログラムの成功例や課題、その解決策などを双方向で情報交換するシス
テムを検討中ですので、あらためてご案内申し上げます。
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５．応募
①申請書の入手　　
　次のいずれかをご選択ください。
　ⅰ　 参加している、あるいは参加しようとするアダプト・プログラム導入自治体の窓口部署で受け取る
　ⅱ　当協会ホームページ
　　　（h t t p：/ / k a n k y o b i k a . o r . j p）
　　　よりダウンロード
　ⅲ　 以下のお問合せ先まで電子メールかF A Xにてご請求
　　　※ ご請求の際には、団体名、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記してください。

②応募方法
　 所定の申請書に記入、必要書類を添付のうえ、アダプト・プログラム導入自治体担当部署にお届けいた
だくか、または食品容器環境美化協会へ直接送付してください。

③応募締切
　 2 0 1 2（平成2 4）年９月2 8日（金）当協会必着

６．応募書類送付先・お問合せ先

住　　所：〒 1 0 8 - 0 0 2 3　東京都港区芝浦 2 - 1 5 - 1 6　田町k・Sビル 6 F
　　　　　　　　　　　　　公益社団法人食品容器環境美化協会（担当　宮本）
電話番号：0 3 - 5 4 3 9 - 5 1 2 1　　
FAX番号：0 3 - 5 4 7 6 - 2 8 8 3
　　　　　（平日　1 0時～ 1 7時　土日祝を除く）
電子メール：b i k a @ o a k . o c n . n e . j p

本制度で取得する個人情報につきましては、助成金の選考に必要な範囲で利用し、食環協が責任をもって
管理を行い、担当事務局および審査委員以外の第３者に提供することはありません。

事務局使用欄 事務局使用欄 事務局使用欄

申請書様式

募集締め切り：2012年9月28日

このたび、食環協ではアダプト・プログラム活動団体の

活動推進、拡大を支援するため、

「アダプト・プログラム助成制度」を開始することとしました。

アダプト活動の輪が一層広がり、

地域の美化、環境美化につながることを期待しています。

アダプト・プログラムに新たに参加しようする団体、

アダプト活動をさらに充実、拡大させようとする団体の皆様の

ご応募をお待ちしております。

1団体10万円
30団体に助成

市民と行政の協働によるまち美化活動を応援します。
アダプト・プログラムに助成します
市民と行政の協働によるまち美化活動を応援します。
アダプト・プログラムに助成します

アダプト・プログラムに新たに参加しようする団体、

アダプト活動をさらに充実、拡大させようとする団体の皆様の

詳しくは裏面を
ご覧ください。

助成金額

助成制度名1

助成対象団体2

助成内容3

選考4

応募5

応募書類送付先・お問合せ先6

アダプト・プログラム助成制度

①あらたに地域のアダプト・プログラムに参加しようとする団体
②アダプト活動をさらに充実、ステップアップしようとするアダプト・プログラム活動団体

①助成総額：300万円（予定）
②1団体に対する助成上限額：10万円
③助成申請の対象となる費用
　● アダプト・プログラム活動を行うための諸費用とします。（下記例をご参照ください）
　● 平成25年3月までの助成対象品目の調達費等を対象とします。

　申請書をもとに当協会関係者などで構成される「アダプト・プログラム助成審査委員会」にて選考、決定し
ます。選考結果は、2012（平成24）年10月下旬に全応募団体へ文書で通知します。

①申請書の入手方法
次のいずれかをご選択ください。
ⅰ　参加している、あるいは参加しようとするアダプト・プログラム導入自治体の窓口部署で受け取る
ⅱ　当協会ホームページ（http://kankyobika.or.jp）よりダウンロード
ⅲ　以下のお問合せ先まで電子メールかFAXにてご請求
※ご請求の際には、団体名、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記してください。

②応募方法
所定の申請書に記入、必要書類を添付のうえ、アダプト・プログラム導入自治体担当部署にお届けいた
だくか、または食品容器環境美化協会へ直接送付してください。

③応募締切
2012（平成24）年9月28日（金）当協会必着

公益社団法人食品容器環境美化協会（担当 宮本）
住所：〒108-0023 東京都港区芝浦2-15-16 田町ｋ・Sビル6F
電話番号：03-5439-5121 FAX番号：03-5476-2883 （平日 10時～17時 土日祝を除く）
電子メール：bika@oak.ocn.ne.jp

（例） ⅰ　清掃用具購入費（ほうき、ちりとり、ゴミ回収袋、軍手、トング（火ばさみ）、草刈り鎌等）
　　 ⅱ　団体の統一感を表すための品目購入費（腕章、ワッペン、帽子、ユニフォーム、ジャンパー、のぼり等）
　　 ⅲ　勉強会・交流会等の会場費、講師料等

本制度で取得する個人情報につきましては、助成金の選考に必要な範囲で利用し、食環協が責任をもって管理を行
い、担当事務局および選考委員以外の第3者に提供することはありません。

「食品容器環境美化協会（略称　食環協）は、1973（昭和48）年に飲料メーカーの団体（現在6団体）が集まって設立され、以来約40年
にわたって環境美化のための多様な啓発・支援活動を展開しています。
飲料水自販機などでおなじみの「のんだあとはリサイクル」という緑のマークは、「統一美化マーク」といい食環協のシンボルマークです。
事業の一環として1998（平成10）年から、市民と行政の協働によるまち美化活動である「アダプト・プログラム」の普及推進を行ってい
ます。アダプト・プログラムは、現在では全都道府県の各地で導入され、多くのアダプト団体が様々な活動を実施されています。」

美しい環境を明日へ

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

アダプト・プログラム
助成のお知らせ
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